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梅
花
だ
よ
り 

 

宗
務
所
主
催
梅
花
流
奉
詠
大
会 

 

期
日 

十
月
二
十
三
日 

 
 

会
場 

村
上
市 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

 

秋
晴
れ
の
一
日
、
第
四
宗
務
所
管
内

第
一
教
区
か
ら
第
二
十
三
教
区
ま
で
合

計
参
加
者
七
百
八
十
二
名
、
師
範
・詠
範

の
登
壇
ま
で
計
九
登
壇
、そ
れ
ぞ
れ
日
頃

の
成
果
を
発
表
、素
晴
ら
し
い
お
唱
え
で

し
た
。
第
十
六
、
十
七
教
区
は
三
番
目
に

登
壇
、奉
詠
曲
は
「
道
元
禅
師
学
道
御
和

讃
、
御
詠
歌
（
慕
古
）。
広
厳
寺
講
か
ら
は

十
九
名
参
加
し
ま
し
た
。 

当
寺
練
習
会 

十
一
月 

六
日
（金
）午
後
一
時
〜 

十
一
月
二
十
日
（金
）午
後
一
時
〜  

 
宗
務
所
主
催
検
定
会 

 
 

期
日 

十
一
月
二
十
七
日
（金
） 

 
 

会
場 

五
十
公
野
金
蘭
荘 

 

＊
梅
花
流
詠
讃
歌
（御
詠
歌
）を
始
め
ま

せ
ん
か
！
お
釈
迦
さ
ま
・道
元
さ
ま
・瑩

山
さ
ま
を
讃
え
、
ご
先
祖
様
を
敬
う
こ

こ
ろ
を
唱
え
ま
す
。 

来年の年回忌のご案内は、各家へ直接文書にてご通知いたします。本堂には張り出ししておりません。 

１周忌、３回忌、７回忌、１３回忌、１７回忌、２３回忌、２７回忌、３３回忌（弔い納め） 

仏
事
の
知
識 

油
断
大
敵 

 
 

 

滋
賀
県
大
津
市
に
あ
る
天
台
宗
総
本

山
比
叡
山
延
暦
寺
の
根
本
中
堂
に
は
、

開
祖
最
澄
の
時
代
か
ら
千
二
百
年
間
途

絶
え
た
こ
と
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る

『
不
滅
の
法
灯
』
が
あ
る
。
僧
侶
が
毎

日
、
灯
が
消
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

な
た
ね
油
を
注
い
で
い
る
。
油
断
の 

      

「
油
」
は
電
気
の
無
い
時
代
の
明
か
り
、

行
灯
な
ど
の
油
の
こ
と
。
う
っ
か
り
油

を
注
ぐ
の
を
怠
る
と
大
切
な
灯
が
消
え

て
し
ま
い
大
変
な
こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら
、
準
備
を
怠
っ
た
事
で
事
態
が
悪
く

な
る
こ
と
を
「
油
断
」
と
い
う
よ
う
に

な
っ
た
。
織
田
信
長
に
よ
っ
て
比
叡
山

は
焼
き
討
ち
に
会
う
が
こ
の
不
滅
の
法

灯
だ
け
は
持
ち
出
さ
れ
難
を
免
れ
た
。 

こ
れ
を
語
源
と
す
る
四
文
字
熟
語
が
、

『
油
断
大
敵
』
で
あ
る
。
他
の
説
も
あ

る
。 

 

□
永
平
寺
だ
よ
り 

 

二
男
秀
孝
は
十
月
に
法
堂
の
殿
行

で
ん
な
ん
（
本
堂
の
法
要
係
）
か
ら

総
受
処
に
転
役
、
以
前
に
居
た
こ
と

の
あ
る
寮
舍
で
、
今
度
は
「
接
司
せ

っ
す
」
と
い
う
会
社
で
い
う
係
長
の

よ
う
な
立
場
に
な
り
、
参
拝
、
参
籠
、

法
要
等
の
受
付
事
務
を
こ
な
し
ま

す
。
来
春
に
は
四
年
目
の
修
行
に
入

り
ま
す
。
ま
た
、
長
谷
寺
様
の
祥
永

く
ん
、
増
慶
院
様
の
大
く
ん
が
十
七

教
区
か
ら
来
春
修
行
に
行
く
予
定
。  

□
仏
教
講
演
会
終
了 

 

十
月
十
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

広
厳
寺
本
堂
於
い
て
、
露
の
新
治
さ

ん
の
「
新
ち
ゃ
ん
の
お
笑
い
人
権
高

座
・
笑
顔
で
暮
ら
す
、
願
い
に
生
き

る
」
が
十
七
教
区
寺
院
主
催
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
共
演
は
大
衆
ソ
ウ

ル
シ
ン
ガ
ー
の
イ
ン
デ
ィ
さ
ん
。
お

笑
い
ま
じ
え
な
が
ら
の
人
権
の
話
し

と
、
落
語
は
「
ち
り
と
て
ち
ん
」
を

一
席
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

 

登
壇
奉
詠
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
・外
山
し
の
ぶ
さ
ん
で
、「
金

子
み
す
ゞ
の
詩
の
世
界
と
日
本
の
叙
情

歌
」
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

露の新治さん、インディさん 

 

不滅の法灯 


